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研究成果の概要（和文）：　現代ロシア文学の最新の動向についてリサーチし、毎年『ブリタニカ国際年鑑』に
レポートを掲載した。その上で、ロシアのポストモダニズム文学を代表するソローキンやペレーヴィンらによる
1990年代の創作、2000年以降の創作のそれぞれについて、記号や全体主義と身体との関係を考察し、日本ロシア
文学会のパネルディスカッションで報告を行なった。
　また、文学的想像力も利用している現代ロシアのアートについて、特にペッペルシテイン、AES+F、クリー
ク、パヴレンスキーらの創作を検討し、その政治性やセクシュアリティを明らかにし、ウランバートル、京都、
東京などの国際シンポジウムで報告を行なった。

研究成果の概要（英文）：　　This research focused on recently published Russian novels and poetries.
 The works of V. Sorokin and V. Pelevin, important writers of Russian post-modern literature, and 
the changes of their texts during post-Soviet era were analyzed to discuss the relationship between 
signs and bodies as well as totalism and bodies. The results of this analysis were presented in a 
panel discussion of the Japanese Association of Russian Scholars.
　　Contemporary Russian arts, which use literary imagination, were also studied. The works of P. 
Pepperstein, AES+F, O. Kulik, and P. Pavlensky were examined, focusing on their sexuality and 
politics, and the results of the study were reported at international symposiums held at 
Ulaanbaatar, Kyoto, and Tokyo.

研究分野： ロシア東欧文学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　1990年代以降のロシア・ポストモダニズムについては、紹介や概説という段階はすでに完了している。本研究
ではロシア・ポストモダニズム文学に現れた身体イメージを分析しながら、性、政治、記号論など様々なテーマ
を顕在化させた。これにより、今後のより深い作品分析のための切り口を見出した。
　一方、日本において十全な紹介のなされていないロシアの現代アートについても調査を行い、特に身体イメー
ジについてその政治性を考察した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 社会主義体制下のソヴィエトにおいては、社会主義体制を支える理想化された身体が求めら
れた。ところが、1991 年にソヴィエト体制が終わりを迎えると、社会の支配的理念を相対化す
るポストモダニズム文学や、現代アートの世界で、生身の身体の物質性が強調されるようになっ
た。小説の後半になって唐突に登場人物全てが殺害され、身体を解体されてしまうソローキンの
長編小説『ロマン』（1995）、あるいは自らを犬とみなし裸体のパフォーマンスを行ったアーテ
ィスト、オレグ・クリークは、この時代を特徴づけるものである。その後、21 世紀に入ってか
らの文学作品やアート作品では、身体イメージの政治性が強調されるようになった。 
 現代ロシアのポストモダニズム芸術は、1980 年代以降は日本においても望月哲夫、亀山郁夫、
鈴木正美、鴻野わか菜らにより、同時代的に紹介がなされてきた。そうした時期から 20 年を経
た現在は、本国ロシアでも当時の芸術運動の回顧展が繰り返し開催されるなど、紹介の時期から
研究の時期に移ってきていると言える。 
 
２．研究の目的 
ソ連後期から 2010 年代にかけてのロシアのポストモダニズム文学・アートの分析を通して、

そこに見られる身体的表象の意味や役割、それらの時代を追った変化を考察し、現代ロシア文化
の一端を明らかにしようとした。 
社会主義体制が崩壊し、社会を支える理念や物語が失われたロシアの文学やアートにおいて

は、身体そのものへの関心が顕在化したが、資本主義社会の価値観の浸透、強権的なプーチン体
制の成立といった社会の変化は、作家やアーティストの身体観を変化させている。本研究では、
現代ロシア文化における身体観の変化、思想や芸術と社会との相関関係を明らかにすることを
目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究では先行研究を参照しながら、ロシアの現代文学や現代アート作品に登場する身体イ

メージの分析を行い、ソ連解体後のロシアにおける文化変容を明確化することを試みた。 
国内の資料や海外で刊行された文献資料の収集に加え、モスクワやロンドンの美術館やギャ

ラリー、ヴェネツィア・ビエンナーレ、ボローニャ歌劇場において現代ロシア・アートについて
の資料調査を行った。 
研究体制としては、代表者の岩本和久が研究全体の計画と統括を行ない、分担者として戦争や

災害をめぐる身体表象を専門とする越野剛が加わった。また、ロシア・ポストモダニズム文学の
専門家である松下隆志と笹山啓、現代ロシア・アートの専門家である生熊源一に協力を仰いだ。 
 
４．研究成果 
（１）研究全体の基礎として、現代ロシア文学の最新の動向についての調査を行った。それらを
通して、ポストモダニズム文学の最新の展開（ヴィクトル・ペレーヴィン『iPhuck10』、ヴラジ
ーミル・ソローキン『マナラガ』）、歴史小説（グぜり・ヤヒナ『私の子どもたち』、エレーナ・
チジョワ『記憶で書かれた町』）、ドキュメンタリー（レフ・ダニルキン『レーニン』、オレグ・
レクマノフ、ミハイル・スヴェルドロフ、イリヤ・シマノフスキー『ヴェネジクト・エロフェー
エフ』、マリヤ・ステパーノヴァ『記憶の記憶』）などの諸動向を明らかにした。 
また、スポーツ選手の身体とその欠損を主題としたオリガ・スラヴニコヴァ『走り幅跳び』に

ついても、現代社会のスポーツ観を示す例として、詳細に検討を行った。世界記録を期待されて
いた陸上選手が、道路に飛び出してきた少年を救うため、公道で世界記録よりも長い距離を跳躍
したものの、自動車にひかれて両足を失ってしまう。救われた少年はやがて不良になっていき、
障がい者になった主人公を破滅に追いやる。物語性や運命の残酷さへの関心はこの作家らしい
ものだ。ロシアでは 2013 年の世界陸上、2014 年のソチ五輪と国を挙げてのスポーツ大会が続
いた後、ドーピング問題に揺れたわけだが、国際大会でのアスリートの活躍ではなく、損なわれ
た身体や夢の挫折を通してスポーツが表象されているのは興味深い。この作品において、身体と
は何よりも痛みや災厄の現れる場なのである。 
上記の成果は、『ブリタニカ国際年鑑』2018 年～2020 年版の「ロシア文学」の項目として発

表した。 
 
（２）本研究の中心課題であるロシアのポストモダニズム文学については、まずポストモダニズ
ムを代表する作家のヴラジーミル・ソローキンとヴィクトル・ペレーヴィンについて、1990～
2000 年代の創作を再確認した。これについては、2018 年 7 月にモンゴル・ウランバートル市で
開催されたスラヴ・ユーラシア研究東アジア大会において、彼らの作品に描かれた東洋イメージ、
たとえばペレーヴィン『チャパーエフと空虚』に描かれた彼岸のイメージや、ソローキン『氷三
部作』に登場する東京のイメージを軸に報告を行なった。 
 その上で、彼らの最新の作品である『マナラガ』や『iPhuck10』を参照しながら、それぞれの
作家の身体観についての考察を行った。この作業については、ソローキン、ペレーヴィンそれぞ
れについて本格的に取り組んでいる若手研究者の松下隆志、笹山啓にも協力を仰ぎ、最終的に
2019 年 10 月の日本ロシア文学会におけるパネルディスカッション「ロシア・ポストモダニズ
ム文学の身体観」で報告を行なった。 



 ソローキンはグロテスクな肉体や排泄物を誇示することで、ソ連の公式的な言説空間を破壊
していたが、21 世紀に入ってからの『氷三部作』や『テルリア』においても神秘的な身体改造
が主題となっており、社会風刺において身体は重要な役割を担っている。 
上記のパネルディスカッション「ロシア・ポストモダニズム文学の身体観」において松下隆志

は、言葉から意味をはぎ取ることで文字そのもの、すなわち、物質的な文字（文字の身体）をあ
ばき出そうとするのが、初期から一貫したソローキンの方法であり、近未来での焚書を主題とし
た『マナラガ』においてもそれは変わらないと指摘した。ソローキンにおいて物質は意味と対立
するグロテスクな存在であり、身体もまた、しばしば意味を失い、生々しい物質と化すのである。
人間性を尊重する人文主義や啓蒙主義を支えた意味を、身体に見出したり、消去したりする試み
が、ソローキンがその創作で実践していることなのだ。 
一方、現実を超えた次元の奔流に意識が合流することを、現生からの解放として賛美するペレ

ーヴィンの作品においては、身体は意識を捉える牢獄として把握されることになる。近年のペレ
ーヴィンの作品では、人工知能を扱った『iPhuck10』のように、そもそも言説が身体とは切り
離されて流通していることさえある。笹山啓はパネルディスカッション「ロシア・ポストモダニ
ズム文学の身体観」において同様の認識のもと、全体主義的な集団的身体から逃走をはかる主体
として、ペレーヴィンの主人公を位置づけた。 
ソローキンは意味を書いた身体を志向し、ペレーヴィンは逆に身体からの離脱を志向する。こ

の二つの逆方向の志向を両義的な形で含んでいるのが、パーヴェル・ペッペルシテインの創作だ。
ペッペルシテインはモスクワ・コンセプチュアリズムの芸術家だが、アート作品だけでなく小説
も執筆している。 
イリヤ・カバコフをはじめ、モスクワ・コンセプチュアリズムの芸術家の多くがアート作品の

前景から身体を消去しようとするが、ペッペルシテインはむしろ、性的な身体を前景に出そうと
する。他の身体と合一したり、また、ミクロコスモスとして他の身体を包摂したりするのが、ペ
ッペルシテインの身体の特徴だが、上記のパネルディスカッションでは岩本和久がペッペルシ
テインの短編小説「地獄の裏切り者」を例に、この特徴を論じた。 
短編小説の主人公となる恋人たちは、宇宙を構成する複数の層の間に設定された天国で永遠

の生を送るためあえて死を選び、この天国で身体を合一させる。身体性への接近と、地上の肉体
からの精神の離脱という二つの志向がペッペルシテインの創作において共存していることが、
この短編小説では端的に示されている。 
混沌とした 1990 年代から 2000 年代にかけて、ソローキンもペレーヴィンもソ連文化のパロ

ディーから現代ロシアの風刺へと作風を変化させた。その題材の変化をもたらしたのは、強権的
なプーチン体制の成立なのだが、いずれの作家も文学観や創作方法を根本的に変化させたわけ
ではなく、言語と身体をめぐる揺らぎをその創作の中で反復していると言える。 
 
（３）ペッペルシテインはアーティストだが、ソローキンもまた、コンセプチュアリズムのアー
ティストとして出発している。そのように現代ロシア文学はロシアの現代アートの流れを汲む
ものでもあるため、本研究では現代ロシアのアート作品、特にその身体観についても調査を行い、
諸傾向を明らかにした。 
具体的にはテート・モダン（ロンドン）でのカバコフ回顧展「誰もが未来に連れて行ってもら

えるわけではない」展、サーチ・ギャラリー（ロンドン）での「Art Riot」展、ギャラリー「カ
ルバート 22」（ロンドン）でのプリゴフ回顧展、美術館「ガレージ」（モスクワ）でのペッペル
シテイン展「風景画の枠としての人間」、アート集団 AES+F がビデオを担当しているオペラ「ト
ゥーランドット」（ボローニャ）、2019 年のヴェネツィア・ビエンナーレで資料収集を行い、そ
の成果を『札幌大学総合論叢』やスラヴ・ユーラシア研究東アジア大会（2019 年 6 月、東京大
学）で報告した。特にソ連解体直後の社会混乱を自らの裸体で表現したオレグ・クリーク、クリ
ークと同様の実践を直接的な政治的主張と共に行っているピョートル・パヴレンスキー、性差別
や民族差別の主題をファッショナブルな映像で描いている AES+F の実践について、詳しい紹介
を行った。 
アート作品においては文学作品よりも政治的な主張が顕著だが、これは特に今世紀になって

から世界的に大きな潮流となった、ポリティカル・アートの動きに沿ったものと言えるだろう。 
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